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論 文 の 要 旨 
 
 本論文は、制度的談話のひとつである教室談話について、日本語の談話標識の機能を明らかにする
ことを目的とする。教室談話は、教授を行う教師と教授される側の児童・生徒・学習者の役割が明確
である。このような談話に関して、Sinclair & Coulthard (1975)は一定のパターンの存在を認め、教
室談話の構造モデルを提唱している。本論文はそのモデルを援用し、「はい」「じゃ」「で」などの談話
標識が教室談話の構造を形作る上で果たしている談話における言語形式の機能を記述する試みである。 
 本論文は序章と 7つの章から構成されている。 
 序章  本論文の目的と構成 
 第 1章 本論文の立場と枠組み 
 第 2章 教室談話モデル 
 第 3章 教室談話の構造を表す談話標識「はい」 
 第 4章 教師の話を中心とした授業における「はい」 
 第 5章 談話標識「はい」の教室外での使用 
 第 6章 教室談話における接続表現の使用 
 第 7章 結論 
 第 1 章では、制度的談話の定義が行われ、本論文の立場について、談話標識の機能を持つ言語形式
を教室談話の構造という観点から分析することが明らかにされる。また、研究対象について、中学校
の国語・数学・英語・社会科の授業について分析すること、教師の言語使用を中心に分析が行われる
ことが述べられ、教科教育のデータを用いて教室談話を分析することの意義が論じられる。 
 第 2 章では、Sinclair & Coulthard (1975)の教室談話モデルを、類似のモデルである Bellack et 
al.(1966)と比較し、両者の問題点を明らかにした上で、本論文が Sinclair & Coulthard (1975)のモデ
ル（以後、S&Cモデル）を一部拡大して援用することの理由が述べられる。また、S&Cモデルに従っ
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た「レッスン」の構造として「トランザクション」と「エクスチェンジ」からなる教室談話の階層構
造モデルが示される。 
 第３章では教師と生徒間のインタラクションが活発に行われた教室談話の分析が行われる。ここで
は、「はい」という発話が、応答詞としてだけではなく、談話標識としても頻繁に用いられていること
を述べた上で、談話標識としての「はい」に焦点を絞ってデータの分析が行われる。その結果、談話
標識の「はい」は、S&Cモデルのレッスンにおけるさまざまな階層をマークする機能を持つことが示
される。例えば、「はい」という教師の発話は、最も大きい単位であるレッスンの前後や、レッスンを
構成するトランザクションやエクスチェンジの境界をマークし、それによって教室談話の構造を示す
ことにより、教師と生徒とのやりとりが開始される誘因型エクスチェンジや、生徒に指示を与える教
師命令型エクスチェンジなどへと移行するといった現象が指摘され、「はい」という教師の発話によっ
て授業が構造化され、授業活動の展開が明示的に示されるものであることが論じられる。 
 第４章は教師と生徒間のインタラクションが少なく、教師の発話が中心となる教室談話、すなわち
教師による情報提供型のエクスチェンジが中心となる教室談話の分析が行われる。まず、「はい」の後
に「それでは」「それで」「でね」などの話題転換に関わる接続表現を伴うことが多いという観察が示
され、このことから話題転換に注目した考察が行われることが述べられる。データ分析の結果、この
種の談話の特徴として、「はい」が話題の切れ目に用いられ、ひとまとまりの話題が完成したことを示
すために用いられていることが示される。さらに、この種の談話では、話題のひとつひとつがトラン
ザクションと捉えられ、インタラクションが活発な教室談話の場合と同様に、トランザクションの境
界を示すエクスチェンジで「はい」が用いられていると主張される。また、「はい」がいったん逸れた
話題を元に戻す場面や応答や指示に移る場面でも用いられることが示され、大切な事項を述べるマー
カーとして使われていることが明らかにされる。 
 第５章では、教室の外でも教室談話に特徴的な談話標識である「はい」が用いられ得ることを述べ、
この種の使用に関して、先行研究を検討した上で、会議や学会やラジオ放送などの公の場面で「はい」
が用いられるかどうかについて作例を元に検討される。その結果、談話標識としての「はい」の使用
には、話者が談話を管理することが出来る者であるという制約があり、そのために、教室の外でこの
種の「はい」を用いると、話者が「談話の進行を管理できる者である」ということが示されることに
なること、談話の進行をあえて管理しなくても話し手の意図したように談話が進められる場合では、
談話の進行を管理できる者であっても「はい」の使用は不自然になることが論じられる。また、これ
らの現象が生起する原因は、「はい」という形式が談話の構造を示すところに求められるとされ、教師
が頻繁に「はい」を用いるのも、談話の進行を管理することができる立場にあるためであると論じら
れる。 
 第６章では、教室談話における接続表現の使用を観察し、転換型の接続表現である「じゃあ」など
の転換型の接続詞が「はい」を伴って用いられることが多く、エクスチェンジの開始の場面や教師命
令型のエクスチェンジを連続して行う場面で用いられることが指摘され、トランザクションを区切る
機能を持つ「はい」の後に用いられる「じゃあ」などの転換型の接続詞は、区切られた後に「理解す
べき」内容や「今すべき」活動に明確に移行するものであることが示される。また、「で」という順接
型の接続表現が説明や指示を継続したり２つ以上の命令を同時に行ったりする現象が示され、接続詞
のタイプによって同じ型のエクスチェンジでも異なる使われ方がなされることなどが述べられる。 
 第７章は第 2章から第 6 章までの考察を関連づける形でのまとめと、本論文の意義および課題が述
べられる。 
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審 査 の 要 旨 
 本論文は、中学校と塾での教科授業を収録したデータを分析し、教師が発する談話標識が教室談話
において果たす機能の記述を試みた論文である。日本語による教室談話の研究は、これまでに小学生
や大学生を対象としたものは少なくないが、中学生を対象としたものは限られており、国語以外の教
科の分析も多くは行われていない。本論文は、国語・英語・数学・社会科という 4つの教科について、
それぞれ 50分から 120分の授業データを分析したもので、授業担当者は各教科とも１名と限られてい
ることから、得られた成果を一般化して論じるには十分と言えないデータを扱っている。しかし、こ
れまでに研究が行われていない領域での教室談話を扱った研究として、データそのものに価値が認め
られるだけでなく、ケーススタディの先駆的な試みとして価値を持つ研究である。 
 本論文では、第 3章〜第 5章で Sinclair & Coulthard (1975)の教室談話の構造モデルに依拠して談
話標識の「はい」が教室談話を形作るのにどのような機能を果たしているかを記述し、「はい」が教室
談話の階層的な構造の境界を明示的に指し示す機能を果たしていることを示している。さらに、教師
と生徒のインタラクションの有無にかかわらず、授業活動の展開や活動の移行に関わる重要な局面で
「はい」が使用されていること、および、教室外での「はい」の使用と比較することにより、談話の
進行を管理できる教師がこの談話標識を多用する理由が明らかにされている。これらの指摘は、教室
談話の研究に教科教育という観点からの実証的な知見を提供する成果として高く評価できる。 
 その一方で、第 6章の接続表現の研究に関しては Sinclair & Coulthard (1975)の枠組みに照らすと
いう点で、必ずしも十分な整理がなされているとは言えず、論点が絞り切れていないという印象は否
めない。しかし、転換型の接続表現「じゃあ」についての観察と記述は詳細で、これらが「はい」を
伴うことによって、トランザクションの区切り目の直後に行われる新たな活動を明示する機能を果た
していることが多くの事例分析により明らかにされ、「はい」と「じゃあ」の類似点と相違点が実証的
に示されたことなど、評価すべき点も少なくない。 
 本論文は、制度的談話研究の一領域である教室談話の分析であり、母語話者である児童・生徒の教
科教育への応用に役立つことはもちろんであるが、日本語を母語としない児童・生徒の教科教育にも
応用できる基礎研究であり、外国人児童・生徒の大幅な増加が見込まれる昨今の社会情勢において、
さらなる継続と発展が期待される研究である。 
 
 平成 27年 1月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
